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［要 約］ 損益計算書の収支を入力することで、簡易に経営評価ができるソフトを開

発した。 
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［背景・ねらい］ 

ＪＡ、県の農業技術指導員を対象とした、損益計算書を用いて、農業者の複合経営を

作目別に簡易に評価するソフトを開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 開発した経営評価ソフトは、４つのステップで構成され、経営全体の売上、経費の

評価、作目別の売上、経費の評価、経営試算、他の農業者との比較が利用できる（表

１）。 

２ ステップ１では、損益計算書の収支を入力することで、売上、経費がグラフ化でき

る（図１）。また経費は、原材料費、諸材料費等に分類した経費別分析が可能である

（図２）。 

３ ステップ２では、複合経営における作目別の売上、面積、経営指標(10a 当りの売上、

各経費)を入力することで、作目別に売上、経費がグラフ化できる（図３）。ただし、

複合経営における作目別の経費は、経営指標（県技術原単位等）や売上比を元に各経

費を案分した推定値である。 

４ ステップ３では、２つの経営試算を行う。１つは、各作目の目標とする所得を入力

することで、目標所得の到達に必要な単収や面積が試算できる（図４）。もう１つは、

各作目の目標とする単収や面積を入力することで、所得がどの程度向上するか試算で

きる。 

５ ステップ４では、他の農業者の経営収支を入力することで、10a 当りの売上、経費を

比較できる（図５）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 本ソフトは Microsoft Office Excel にて作成されており、Excel2010 以降のバージョン

に対応している。また、グラフの表示範囲の指定のみマクロ機能を使用するが、他は

マクロ機能を使わず、関数による計算を主体に構成されている。 

２ 本ソフトの利用はＪＡ、県の農業技術指導員を対象とし、申請書を提出することで

利用が可能である。 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：ビジネス経営体の発展過程の解析による育成支援策の提案 

予 算 区 分：県単 

研 究 期 間：2017～2019 年度 

研究担当者：山崎  成浩、長藤 亮彦 

表１ 経営評価ソフトの構成 

 

 

図４ 経営試算（ステップ３） 

図３ 作目別売上、経費の評価（ステップ２） 

図５ 他の農業者との比較（ステップ４） 

図１ 経営全体の売上、経費の評価（ステップ１） 

図２ 経費分析（ステップ１）

段階 入力内容 機能

設定
氏名、変動費・固
定費

―

ステップ１ 損益計算書
経営全体の売上、経
費の評価

ステップ２ 作目別の経営指標
作目別売上、経費の
評価

ステップ３
所得、規模、単収
の目標値

経営試算

ステップ４
他の農業者の経営
収支

他の農業者との比較

※1ソフトで5件の損益計算書データが入力可能


